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.
一
 

年
ま
で
続
い
た
ィX

ダ
ラ
シ
ド
銀
行
に
よ
る
正
貨
支
私
の
停
止
、
.一
八

 

一
o

年
の
地
金
委
員
会
の報
告
、

そ
れ
ほ 

ど
：重
要
.で
な
.い
が
、
：
ー
八
〇
四
年
の
ァ
ィ
ル
ラ'ン
ド
為
替
委
員
会
：の
報
告
は
、

ィ
ギ
リ
ス
に
お
い
で
貨
幣
お
よ
び
銀
行
論
に
関
す
る
非
常
に
：多
く 

の
論
争
的
文
献
を
も
た
ら
し
た

」

と
い
わ
れ
る
よ
ぅ
に
：、I
七
九
七
年
の
銀
行
制
限
条
例

(
B
§

k

 

R
e
s
t
r
i
c
t
i
o
n

 

A
c
t
)

を

契

機

と

し

て

生

じ

-
.
こ 

紙
幣
の
減
価
、'
そ
れ
に
と
も
な
ぅ
為
替
相- #
の
下
落
、，.物
価
お
よ
び
地
金
め
墜
只
は
、
.

翌
時(

の
ィ
ギ
リ
ス
国
民
の
閧
心.を
逋
貨
問
題
に
む
け
さ' 

せ
' 

不
換
紙
幣
減
価
の'原
因
を
め
<:
:ァ
て
激
し
い
論
争
が
戦
わ
さ.れ
る
.こ
と
と
な
り
、，'こ
こ
'
に
ィ
ギ
リ
ス
は
、

い
わ
.ゆ
る
地
金
論
争

(
B
u
n
i
o
n

 

0

|

|

1

8

5

0
'©

渦
の
中
に
ま
き
こ±.
れ
た
の
で
あ
つ
た.

0

「

.

ノ
；

.

正
貨
支
私
停
止
期
の
考
察
は
、
通
貨
価
値
下
落
の
.て
.い
ど
长
し
た
.が
っ
て
、
お
よ
そ
ニ
明
.に
わ
：け
て
な
さ
れ%

)
。 

，

正
貨
支
私
停
止
期
の
初
期
に
お
い
て
は
、
政
府
お
よ
び
ィ
ン
グラ

：：

ン
ド
，

の
.慎
重
.な
政
策
に
'よ
っ
て
、
兌
換
停
业
に
よ
る
影
響
は
き
わ
め
て 

軽
微
で
あ
っ
た
。
地
金
の
価
格
は
、
.一
:ー
年
間
そ
の
造
幣
価
格
三
.ポ
ン
.
.ド
.
}
'
七
シ
リ
ン
^

し
か
し|

七
九
九
年
に
騰
貴
し
は.じ
め
、

ー
八
：ー0
年
に
は
、-:
四
ポ
ン
ド
五
シ
リ
シ.
グ.
で
あ
っ.
た
と.
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
〇
八
年
ま
で
、
こ 

の
値
は
ほ
ぼ
持
続’さ
れ
た
が
、
こ
の
_

に
お.
け
る
地
，金
騰
貴
の
現
象
は
、
.
ボ
ィ'ド)

、
キ
シ‘グ
’、
ソI

ン
ト(

4
、'

ホ
ィ

I

ト
リ
な
ど
こ
よ
る

ー
速

* 

• 

• 

■ 

. 

ニ

. 

- 

- 

•

の
論
争
的
文
献.
を
生
み
出
し
た
。
，

1

八
〇
九
年
に
至
マ
；て
地
金
の
価
格
は
、
■.
ふ
た
た
び
急
速
に
上
昇
し
た
。
：ク
.
ラ
ッ
パ
丄
，
.
は
:\
レ
ミ

ァ

ム

づ

き

で

売

.

.

.

.
圓
.

.

.

. 

■ 

■ 

■

る
誘
惑
が
生
じ
、
金
の
市
場
価
格
と
造
幣
価
格
の
間
の
差
が
ぼ
な
は
だ
し
く
な
っ

た
.

と
し
て
、.

.

こ
れ
を

.

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
.の
期
間
の
通
貨
史.を
一一

1
8 

) 

.

へ
... 

fc,

局
面
に
分
つ
事
実
と
し
て
い
る
が
、
す
な
わ
ち
こ
.
の
期
間
に
地
金
の
市
場
価
格
.
は
、，

因
ポ
ン
ド
1
6
ツ
リ
ン
ダ
に
ま
で
達
し
た
の
.
で
あ
る
.0.

こ
う
し
た
状
勢
に
刺
激
さ
れ
て
リ
ヵ
ァ
ド
オ
は
、
モ
へ
ー
一
一
ン
グ

•
ク
ロ
こ
ク
ル
紙(g
OHn
in

oqchronicle)

に「

金
の
面
格」

(

PH'oe of  Gold)

.(

10)  
.

を
き
じ
た
三
つ
の
書
簡
を
寄
稿
し
、

つ
い
で
よ
く
年
に
は
、

「

地
金
'の
高
価
、..
銀
行
券
減
価
の.
証
抛」

.パHigh  Price  oiw
ullion”  a  proof  of

the  Depreciation:  
0̂
5
§
ぽ

.!
2;&6
3)

を
出
版
し.
て
、
経
済
学
者
と
1;
て
：の
第
}
歩
を
ふ
み
{±
|,
じ
た
タ
^

. 

' 

. 

,
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-

こ
れ
ら
の
論
文
を.通
じ
て
が
れ
は
、
当
時
の'地
金
の
、高
価
と
い
う
現
象
を
う
れ
う
ベ'き
事
実
と
認
め
、
ず
み
や
か
.な
る
救
済
策
を
講
じ
る
よ
う 

:
、.2) . 

,

.
世
に
う
っ
た
え
た
の
で
あ
っ
た

.0
:

.

1

方
下
院
議
員
ホ
ー
ナ
ー

(Frag
is  H

o
rg

r)

は
、

一
八J

〇
年
二
月
一
日
、「

現
在
の(

地
金.
の
高
価
の
原
因
と
、
そ
の
紙
幣
の
価
值
に
お
よ

13)  

.
：

'.
■

ぼ
す
結
果
に.
つ
い
て
調
査
す
る」

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
政
府
に
提
案
し
、：
.か
く

し
.

て
地
金
奢
員
会
は
、

「

地
金
め
高
.細
の
原
因
に
つ
い

、
 

 ヽ

-

て
調
查
し
、：
そ
し
て
通
貨
お
よ
び
.
ィ
ギ
リ
ス.
と
外
国
と
，
の
間
：の

為

替

状

態

を

考

察

す

1̂」

.
こ
と
を
.
委
託
：
.
さ.
れ
、•
六
月
八
日.
に
は
、
は
や
く
も
地
金

報
告
書(B

lo
n

 Report)..

が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
.：

■

.

.

.
 

. 
, 

■  

■:■:

こ.
の
地
金
報
昔
と
リ
ヵ
ァ
ド
オ
の
逋
貨
問
題
に
聞
す
る
い
く
つ
か
の
著
作
の
出
現
は
、
人
び

->
1-,
の
注
意
を^
な
が
し
、
こ
れ
に
対
し
'て
お
び
た 

だ
し.
い
評
論
が.
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は「

十
九
世
紀
に
お.
け
：る
大
貨
幣
論
争
の
最
初
吹:%
の
で
あ
：り
、
：
か
つ
ぎ
そ
ら
く
も*?
と
も
有
名
な
議
論
を 

ひ
き
おVJ
し
た」

の
で
あ
っ
て
、
地
金
論
者

(B
&

ilst)

と
反
地
金
論
者(Aati-B

&;io
&

t>

と
の
論
争
は
、

そ
の
後
も
あ
と
を
ひ
い
て
対

:

地
金
論
争
に
.関
す
る
一
考
察
 

' 

,
:
:
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ニ
久
八
六
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-
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ニ

ニ 

バ(

八

六'
四)

立
を
続
け
る
.こ
と
に
な
ぅ
た
.。

こ
の
論
争
に
ょ
っ
て
冉
典
学
派
の
貨
幣
理
論
は
、

ー
や
く
発
展
を
と
げ
た
と
い
え
ょ
ぅ
。

ッ
衫
後
今
世
紀
に』

)

っ
て
、
地
金
論
争
に
っ
ぃ
て
の
ま
と
ま
•っ
た

.

広
は
ん
な
研
究
が
、
ホ
ラ
ン
ダ(

1〕

、
キ
ャ
ナ
-8
ホ

—

ト
レ(5

、ゾ
ル
ヴ
ァ
丨 

リンクェンジェルフィゥィ

I

リ
ヤ
丨
、
ヴ
ァ
イ
ナ

—

な
ど
、
そ
の
他
多
く
の
学
者
た
ち
に
ょ
っ
て
手
が
け
ら
れ
、

フ
ェ
ッ
タ
丨
が
、
 

「

今
日
経
濟
学
者
た
ち
は
、

' 

地
金
論
争
に
ふ
く
ま
れ
た
学
説
の
論
点
に
っ
い
て
、

そ
し
て
そ
の
歴
史
上
有
名

I

争
の
政
治
的
背
景
に
っ
い
て
、
 

正
統
学
派
経
済
学

.

の
全
盛
艰
に
お
け
る
ょ
り
も
は
る

'

か
に

.

明

白

な

，理

解

を

も

っ

て

S

も
は

.

や
地
金
主

_

賢
幣
理
論
の
す
べ
て
は
、

『

リ
カ
ァ 

ド
才
学
派』

.C
E

I
d

s

と
V

語
の
禮
総
か
っ
さ
れ
ず
、
ま
た
地
金
報
告
は
、

.

『

正
統
学
派
経
済
学』

.

？

！

e
c

l
l

s
o

の
象
牙
の 

塔
に
は
じ
ま
っ
た
学
説
と
し
て
み
な
さ
れ
な
い」

と

主
張
す
る

ご

と

く

、
こ
の
問
題
を
あ
っ
か,

た
論
文
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
I
て
は

.
地
金
論
争
研
究
のj
端
と
.し
て
、
地
金
論
者
の
代
表
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
リ
カ
，ァ
ド
オ
の
貨
幣
理
論
を
中

、レ

と
し
て
、

そ
の
地
金
報
告
と
の
関
係
に
っ
い
て
、.

ニ
、
三
の
問
題
を
：と

.

り
あ
げ
検
討
を
試
み
た
い
と
思
ぅ
。
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4
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史
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二

七

四
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参
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A

 H
I
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the 

c

l
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f
 

v
o
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L

g

f
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1
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l
e

 

3
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K
s
’ 

g

f
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on the 

l

i

e
 cf 

f
 

I

p
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of 
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I

 at 

e 

w

l of E
n
g
l
a
n
d
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 on the Prices of p
r
o
v
i
s
i
l

 

I
 other Q

o
m
m
o
d
s
e
s
,

 

L
o
i
n
,

 

I

f 
I

r

l
 

ロ

 of p
a
i
n
t
s

 in f
i
e

 at the Bank of 
1

1

1
 

I
 Irelsd, L

o
l
,

I
I T

h
o
u
g
h
t
s

 on the 
籑

cts of the B
a
n
k

 E
e
s
t
l
o
n
,

 

2
n
d

 ed. 

e
&
r
l
, 

I
P 

广
6) 

H
e
l

 Thornton, A
n

 E
n
q
u
i
r
y into the N

a
t
u
r
e

 a
n
d

 Effects of P
a
p
e
r

 Credit of G
r
eat Britain L

i
o
n
,

 

I
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Mô
a. 

o
p 0
C
N
N
§
0
^
 

O
O
M
P
U
M
O
N
O
©
-

^
0
^
0
. 

0
 ̂

 ̂

s
s
- 

<
o
r 

M
M
- 

T
O
.

(

9
> 

T
o
o
k
e
, 

o
p
. 

C
F 

p
. 

S79.

(

10) 

T
h
re

e

 

L
e
tte

rs

 

o
n

 th
e

 

P
ric

e

 

o
f G

o
ld

'b
y
b
a
v
id

 R
ic
a
rd

o
, 

e
d
, b

y

 J
, JJ, H

o
lla

n
d
e
r

'*'.B
a
ltim

o
re

, 

1903.

リ
カ
ア
ド
オ
の
モ
I
ニ
'ン
グ
V
ク

-P
二
ク
ル
.紙
：へ
の
最
初
の
：寄
稿
：は
、
.一：
八
0.
九
年
ん
月
エ
九
白
#
金
の
価
格
十(

1
>3.
0
©of; G

o
l
d
)

と
い
ぅ
標
題
の
下
に 

無
署
名
で
あ
ら
わ
れ
た
。
と

'の
.論
文
は
、
:九
月
十
四
日「

銀
行
券
の
友
'に
.し
て
銀
行
連
事
に
.あ
ら
ざ
る
.者」

C
A
F
a
e
a
d

 

to 

B
a
n
k
:

 Notes, 
b
u
t

 

§ 

B
a
n
k

 D
i
r
e
c
t
o
r
s

と
い
ぅ
匿
名
の
一
.論
者
に
よ
っ
て
、
鋭
い
攻
撃
を
受
け
：た
.の
.で
あ
う
た
が
、
リ
カ
.ア
ド
，オ
は
こ
.れ
に
：答
え
る
た
め
、

同
.ニ
〇
日
モ
！
ュ
ン 

グ

，
ク
ロ 
ニ
ク
ル
.紙
編
集
者
に
あ
て
て
、
T
R
Jと
い
ぅ
署
名
め
下
に
、

ふ
た
た
び
寄
稿
し
た
o
.こ
れ
：に
対
す
る「

銀
行
券
の
友」

I

そ
の
筆
者
は
、
実
は
.リ 

力
ア
ド
オ
の
友
人
ハ
ッ
チ
ズ

•
ト
ラ
ヮ
ア(Hutches T

r
o
w
e
r
)

で
あ
っ
尤_

_

か
ら
の
第
一
一
の
書
簡
は
、
十
月
三

0
日
の
紙
上
に
あ
ら
わ
れ
、

リ
カ
ア
ド 

オ
似
、
十
一
月

1
ー
三
日
第
三
の
寄
稿
を
も
っ
て
、

こ
れ
に
答
え
、
か
れ
ら
の
間
'の
新
聞
紙
上
の

論
争
は
、

こ
れ
で
打
ち
切
ら
れ
.た
'
.

(cf. J. B
L
H
o
l
l
a
n
d
e
r
,

D
a
v
id

 

K
ic
a
rd

o
, 

A

 

c
e
n
te

n
a
ry

. E
s
tim

a
te

, 

B
a
ltim

o
re

, 

1910, 

p
. 

4
5
.

山
下
英
夫
訳

「

リ
カー

ド
ゥ
研
究
.」

五
三
頁
参
揋

)

0

(

11)

こ
の

#
は
、

ー
八
〇
九
年
十
一
ー
月
ー
日
の
序
文
を
も
っ
て
、
よ
く
年
早
々
出
版
さ
れ
た

。

'

(

12)

リ
カ
ア
ド
オ
は
、

モ
ー

il

ン
グ
•

ク
ロ 

ニ
ク
ル
紙
の
一
八
〇
九
年
八
月
ニ
九
日
号

.
に
寄
稿
し
た

「

金
の
価
格

」

の
冒
頭
に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
の
ベ
て

.

.

ぃ
る
。 

•
 

■
 . 

*
 

•

「

5
在
金
の
市
場

^
格
は.

そ
の
造
幣
価
格
以
上

.
に
騰
貴
し
て
お
り
、
.
こ
の
こ
と
は
著
..
し
く
公
衆
の
注
意
を
ひ
き

.
つ
げ
て
•
い.
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る

.
0
し
か
し
、
.か
 

れ
ら
は
、

こ
の
問
題
の
重
耍
俾
ど
、
さ
ら
に
銀
行
券
の
減
価
を
と
も
な
ぅ
か
も

.
し
れ.
な
い
不
幸
な
結
果
に
つ
い
て
、
充
分
に
さ
と
っ
て
い
.る
よ
ぅ
に
は

S
わ
れ
な 

V
。
棘
は
、

い
.ま
の
ぅ
ち
に
わ
れ
わ
れ
が
と
っ
て
き
た
措
置
を
回
顧
し
、
通
貨
を
長
く
わ
が
国
に
存
在
し
た
偉
全
な
る
状
態
に
復
婦
さ
せ
、
そ
し
て
.現
在
の
下
幸

 

お
よ
び
将
来
の
破
滅
を
は
ら
ん
で
い
る

.
現
状
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い

/る
0」

(W
o
r
k
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i
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a
n
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a
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E
c
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h
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d
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id

., 

p
. 
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S
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15)

同
年
八
月
十
ー
ー
日
、

.
フ
ォ
リ
オ
版
と
し
て
刊
行
さ
れ

•
、
よ
く
日
に
は
報
告
の
要
旨
が
免
新
聞
に
の
せ
ら

.
れ
た
。(R

fe
ro

 

s
ra

«3a
,.N

0
te

 
§ 

th
e

 
w
u
m
§ 

E
s
s
a
y
s
,, w

o
r
k
s
'v

o
l.n
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p
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な
お
十
月
に
ば
、

オ
タ
テ
ィ
ヴ
判
の
再
版
が
出
：た

o
:
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-

§
 

0
^
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み
.
に
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:

一
八
4

0

年
か
ら
'一
ヤ
年
六
：月
ま
で
に
あ

_
ら
わ
れ
た
堆
金
論
争
関
係
の
文
献
を
、

.
'
印
刷
各
权
た
年
月
順
に
並

.
べ
る
.
と
、
'
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る

0

■'
八
J.

0

年
.
H

月
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す
な
わ
ち
論
争
は
、

一
八

5

年
秋
.
か
ら
一
、
ー

年
の
初
夏
に
か

け

て

、

も

？
と
も
さ
か
ん
で
あ
？
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

高

養

次

郎

「

ィ

ギ

リ

ス

地
金
論
争
 

文
献
考
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断
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田
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教
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記
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'

地
金
論
争
の
中
心
問
題
は
、「

紙
幣
は
減
価
し
た
か
ど
ぅ
か」

、
そ

し

て「

減
価
の
原
因
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
.

」

と
い
ぅ
こ
と
で
あ
っ
た

.が
、
リ 

カ
ァ
ド
オ

.は
じ
め
地
金
論
者
た
ち
は
、
紙
幣
減
価
の
，原
因
を
そ
の
過
剰
発
行
に
帰
せ
し
め(

は
。

•.

か

れ

ら

が

第

，一
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
：ば

.な
ら
な
か
っ
た
こ
と
.は
、
過
■
発
行
の
存
在
を
決
定
す
る
適
当
な
方
法
で
あ
.っ
た
。

リ
カ
ァ
ド
オ
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
紙
幣
に
：対
す
る
地
金
の
プ
レ
ミ：

ァ
ム
が
、
.紙
幣
過
剰
の
し
る
し
で
あ
り
、
尺
度
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
 

か
れ
の
関
心
事
は
、：
財
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
ら
わ
し
た
紙
幣
の
減
価
で
は
な
く
、
本
位
金
属
で
は
.か
っ
た
紙
幣
価
値
の
下
落
で
あ
'づ
た
の
で 

'
/こ
.の
場
合
.に
リ
カ
ァ
ー
ド
，オ
は
、
.な
.ぜ
本
位
金
属
と
.し
て
銀
ょ
り
も
金
を
.え
ら
..ん
だ
の
か
'と
い
ぅ
.こ
と
を
财
記
し
て
'お
.こ
.ぅ
。
：

..

,

か
れ
.は
、
金
が
こ
の
国
の
一
般
的
価
値
尺
度
と
し
て
、

も

？
と
も
適
当
な
金
属
で
あ
る
と
考
え
_た
リ
ヴ
ァ
。フ
ー
、ル

卿

_

(

1
^
<
1
1
^
為

8
1

)

に

■，
.
: 

.
 

-- 

- 

-

'

/

:

 

■ 

.

.

. 
i
,>.
.

し
た
が
っ
て
、
;'「

金
が
：過
去
：
ー
：世

紀

に

わ

た

っ

て

、

わ
が

.国
の
主
た
.る
価
値
尺
度
：.で
あ

:-
5
た…

…

1-
-
と
説
い
：た
が
、
:
さ
ら
にI

歩
を
進
め
、
複
本

位
制
の
作
用
匕
つ
い
て

_

詳
細
な
説
明
を
加
え
、
金
銀
比
価
変
動
の

_

由
が
ら
こ
れ
が
無
取
で
あ
る
こ
と
を
論
| 0
:

し
た
。

地
金
詾
争
に
関
す
る
.一
考
察
.ノ

,

ニ
.五

(

八
六
七)



, 
一
 

：

'
ニ

六

.

(

八
六
八)

:
さ
て
紙
幣
過
剰
の
.証
撾

：は
、

リ

ヵ

ァ
ド
オ
忆
よ
れ
ば
：
つ

^-
の
よ
う
な
推
論
に
も
と
^
'い
：
て

い

た

.
。

力
れ
は
、：

各
国
の
通
#.
量
の
：割
合
は
つ
ね
に
'

1

定
で
：あ
り

、
：
.：
均

衡

を

保

；ヮ

て

い

る

と

い

 ̂

貨
幣 

.の
流
通
速
度
に
適
し
た
翻
合
に
£
.じ
て
、
'適
当
な
通
貨
を
獲
得
す
|る
。
こ
.
.の.均
衡
状
態
.の
卞
'

.

^

貨
幣
は
各
国
に
お
ぃ
て
同
一
而
値
、
 

同

r

購
買
力
を
有
す
f

の
I

れ
る
た
.め
に
、、赛

の

輸

出

入

を

う

な

が

す

霖

は

.生
じ
え
な
い
？
.し
か
し

 ̂

J
が
較 

、
加

す

る

な

ら

ば

、
，
物

価

は

他

国

.の
ぞ
れ
よ
り
も
騰
貴
ず
る
た
め
；に
、

商
品
が
輸
入
さ
れ
、

代
り
に
通
貨
が
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結 

艰
、
高
物
価
国
の
貨
幣
は
減
少
し
、
观
物
価
国
の
貨
幣
は
増
加
し
、
か
く
し
て
：も
と
の
均
衡
状
態
が
回
復
さ
れ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
'っ
て
リ
ヵ
ァ
ド
オ
は
、「

金
銀
量
の
変
化
が
も
：た
ら
す
唯
一
の
影
響
は
、
金
銀
と
交
換
さ
れ
る
諸
財
貨
を
相
対
的
に
騰
貴
ま
た
は
低
落 

'せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
1-「

諸
財
貨
の
価
格
が
貨
幣
：の
増
減
に
比
例
し
て
騰
落
す
る
と

.

い
う
こ
と

.

は
、

争

い

を

許

さ

な

い

事

実

で

あ

る

と

考

^

^

」 

と
の
べ
て
い
る
。

.： 

パ
._
 

‘ 

-

'

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
物
価
水
準
は
逋
貨
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
‘.と
い
う
、
素
朴
な
貨
幣
数
量
説
の
表
現
に
ほ
.か
な
ら
な
7い)

。

つ
ぎ
の
一
節 

も
、
'力
れ
.の
_
.こ
.の
立
場
..を明
ら
.か
.に
す
；る
も
の
で
.あ
る
。

「

あ
る
一
国
に
お
いV

金
鉱
が
発
見
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
、そ
の
国
：の
逋
貨
価
値
は
、
流
通
内
に
持
ち
出
さ
れ
る
貴
金
属
の
量
が
増
加
す
る
^

M
と 

し
て

•
下
落
し
諸
外
国
の
そ
れ

■と
.同
じ
値
値
を
持
ち
え
な
い
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。…

…

鉞
山
の
発
見
さ
れ
る
代
り
に
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
艮 

行
の
よ
う
な
流
通
手
段
と
し
て
銀
行
券
を
発
行
ず
る
機
能
を
有
す
る
銀
.行
が
創
設
さ
れ
て
、
多
額

€>
.銀
行

券

が

商

人

へ

の.貸
出
、
ま
た
は
政
府
へ 

の
.貸
付
の
方
法
に
.
.よ
っ
て
発
行
さ
れ
、
，そ
の
た
め
.に
通
貨
量
が
著
し
く
増
加
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
鉱
山
発
見
の
場
合
と
同
じ
結
果
を
生
ず 

る
で
あ
ろ
う
。
流
逋
手
段
の
価
値
は
卞
落
し
、
：そ
れ
に
：比
例
し
て
財
貨
の
価
袼
は
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
め
国
ど
.諸
外
国
と
の
間
の
均
衡
は
、
 

鋳
貨
の1:

部
を
輸
出
す
る
こ
.と
に
よ
っ
て
の
み
回
復
せ
ら
れ
る
で
あ

ま
た
リ
カ
ァ
ド
オ
に
よ
れ
ば
、
.一
国
の
通
貨
価
値
の
減
少
は
、、
他
国
の
金
属
本
位
通
貨
に
.対
す
る
為
替
相
場
の
下
落
に
表
現
さ
れ
る
。
す
な
卜

ち
つ
ぎ
の
よ
う
に

.

い
う
。「

流
通
手
段
が
贬
質
し
な
い
鋳
貨
、

ま
た
は
こ
の
よ
う
な
鋳
貨
と
す
ぐ
に
兌
換
さ
れ
う
る
紙
幣
か
ら
成
立
っ
て
い
る
か

.
 

ぎ
り
為
替
は
平
価

^

-

中
心
と
し
て
、

'

貴
金
属
の
輸
送
に

.

と
も
な
う

.

諸
費
用
よ
り
以
上
に
も
、
ま
た
以
下
に
も
変
動
す
る
は
ず
は
な
い
。
し
か
し 

流
通
手
段
が
？
価
紙
幣
か
ら

.

成
立
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
為
替
は
そ
の
減
価
の
て
い
ど
に
応
じ
て
、
必
然
的
に
卞
落
す
る
で
あ
ろ
$5
:

。」
.

要
す
る
に
リ
カ
ァ
ド
オ
の
推
論
を
要
約
す
る
と
、

つ
ぎ
の
ど

.

と
：く
で
あ
基
0

. ;
、

'
 

'

/

八

:

■

当
時
の
ィ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、.

あ
- ^

1
国
が
不
換
紙
幣
を
‘

発
行
し
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
が
国
内
で
過
剩
に
令 

輸
出
さ
れ
な
い
。.

こ
，Q

よ
う
な
事
情
の
.下
に

お
.

い
.

て
、.

：地
•

金
を
外
国
に
輸
送
す
る
費
用
以
土
に
、
造
幣
価
格
よ
り
も
外
国
と
，の
為
替
相
場
が
下
落 

(

10
L

)

、
I

い
は
地
金
の

.

価
格
が
騰
貴
す
る
と
き
は
、

.

い
つ
で
も
そ
れ
は
決
定
的
に
、
紙
幣
が
過
剰
に
発
行
さ
れ
た
と
と
を
示
す
と
い
う
の
で
あ

る
。
.'
.

へ

.

ふ

-

.
 

•
 

.
.

.
.

 

-
 

.

.

. 

•
 

■

リ
カ
ァ

K

ォ
の
こ
の
推
論
は
、
兌
換
停
止
下
の
ィ
ギ
リ
ス
の
議
の
物
価
、
為
替
相
場
、
地
金

£

格
の
狀
藤
を
、
兌
換
停
止
以
前
の
そ
れ
と 

比
較
す
る
：こ
と
に
よ
？
て
、
：I

た
て
ら
れ
た
も
：の
で
：あ

？
た
。，
そ
し

.

I

.

再
開
す
べ
き
で
あ
る
と
塵
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
ゼ
、
.銀
行
券
を
金
地
金
と
交
換
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
と
れ
は
；「

地
金
の
高
価」

の 

第
K

版
，.

(
1

八

一1

年〕

の
附
録
に
お

.

い
ー
て、

' 

の
べ
ら
れ

'

た
.；
め

で

あ
.

？
た
が
、
：そ
の
■

兌
換
再
開
の

.

要
求
が
、
ニ
傷
ま
っ
た
と
き
、「

経
済
的
に 

し
て
安
定
な
通
^
の
た
め
の
提
案」
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a
n

 

E
c

s

o '.
m

i
c

a
r

 a
n

d
.

 

S
e

c
u

r
e

 

C
u

r
r

e
n

c
y

)
.

 ： C

一'

八
一
六
年)

か
中

e

、？-

さ
ら
て

_

 

こ
説 

か
れ
た
。

：

.

.

.
 

.
 

.

.

:

.

'

 

.

 

:

 

•

以
上
、

.

リ
カ
々
ド
ォ

.

の
貨
幣
理
論
、

.

お
よ
び
通
货
棄

.

の
要
旨
を
、
の
べ
た
の
：で
あ
る

.

が
、
：か
れ

S

論
ば
、

地
金
報
告
に
も
と
り
入
れ
ら 

れ
地
金
主
養
幣
理
論
の
代
表
的
な
も
の
：と
し
て
、
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
.，
そ

く
の
波
紋
を

&

じ
.

こ
れ
に

.

対
t:

て
锺
々
の

.

面
か

.

ら
批
判
が
加
え
ら
れ
、：
論
净
が
く
り
避
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

- 

•

.

 

:

.
 

'

 

,

 

.

.

 

.

.

.

.

.

 

.

 

.

.

.
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.

 

.
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,

 

.
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.
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パ
.

-

■

.

.
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地
金
論
争
に
関
す
る
一
考
察

'

ぐ‘'
'

:
 

一
一
七
5

ハ
九)

.

- 

•
 

.
 

.
 

.

.

.

.
 

■
 

.
V

■
 

■
 
■
 

レ
-

■

( 

. 

. 

ノ 

.
,

. 

.

l

l

i

i

l

s

l

s

l

i

i

 

き

^

議

漏

_

_
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'
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.
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-
 

-
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- 

. 

一
 

二
八
-(

八
七
〇)

I

..
ン

:.(
1)

；
地
金
論

%

の
：中
心
問
癍
：は
、

ま
知
地
金
報
告
の
間
題
点
で
も
あ
っ
た
。
地
金
報
黄
於
問
題
と

1.
;̂̂

:

_'
(1
)
:
7

觀

帶

が

姨

価

丄

也

の

：
か

':
>
.

あ

石

い

ば̂

れ

と

％

そ

の

反

対

5

 

^

^

■

ぺ

(2
)

:

発

行
ー
咼
^

增
加
は
、

為
替
相.
場
：に
対
し
七
、
^

ん
ら
か
の
影
響
が
あ
'っ
た
か

:0̂
^
^
^

•

.

-.
/
⑶

.
発
行
高
の
一
制
限
は
、
金

.
の
価
格
：お
よ
び
為
替
相
場
に
、

.
い
：か
^

.

.
'■:
⑷

'"
:
苑
行
の
棘
制
に
か
.
ん
し
て
は
、

い
が

*.
る
政
策
に
、

.-
從
；わ
な

'け
：：れ
ば
.
な
ら
欢
い

^

:.(

,2)

ヴ
ナ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
紙
幣
が
過
剰
で
あ
っ
た

^
ど
う
か
と
-い
う
間
題
、に
関
速
し
て
：、
：童
要
な
こ

/
と.
は
、

-2
国
が
持
つ
：べ
き
：適
当
な
通
貨
量
は
、

ど
れ

 

.

.だ
け
か」

：と
い
う
<
と
で
あ
る
。

そ
し
て
ア
ダ
ム

V

ス
ミ
ス
：は
、
：そ
れ
は

「

有
効
な
需
要

」

に
よ>

 
て
決
定
さ
れ
る
と

、.

ば
く
ぜ
ん
と
答
え
た
の
み
で
あ
る
が

 

0
 ̂

O
^
H
i
^
w 

 ̂

Q
^
. 

W
O
K
t
f
M
M
&
N
- 

0
 ̂

s
o 

0
 ̂

^
o
s
^
. 

^
H
o
a
p 

>
&
B
.

•

■0
3
1
1
1

 to D
a
v
i
d

 Kicaxdo, 
in Q. J. E. X

X
V
.
191

デ

て

：
、;:
'
:こ
：の
間
題
と
し
ん
げ
ん
に
と
り
く
ま
れ
る
こ
と
に
な 

.っ
た
と
'の
.ベ
て
.い
る
'(V

ぽer, 

op. 

c
i
r
p
.

1
2
5
>
0
し

か
し
他
金
論
争
の
参
加
者
た
ち
は
、
は
.た
し
て
.ど
れ
ほ
ど
た
し
か
な
意
識
を
も
っ
て
、

こ
の
問
®
.に 

.
'
.
'
.

■■
.办
ぞ
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
：？

.一

'
.
.
.
：

.
テ

人

 

:

:

地
金
論
者
、
と
く
に
j
力
ア
ド
オ
.に
と
：'っ
て
、
紙
幣
と
金
厲
貨
幣
と
.が
同
価
値
で
通
用
し
：て
い
る
な
ら
ば
、
通
貨
量
は
適
疋
に
保
た
れ
て
い
る
の
そ
あ
っ
た
。

.

Y
w
-
 

0
^
. 

w
* 

O
T
. 

W
^
O
E
O
^
W

 

w 

o
w 

^
-
W
-
-

 

M
.

A
s
h
t
o
n

 a
n
d

 R. s, Sayers, 

Oxford, 

1953, p. 
7
7
:

S
8
H
0
-
O
- 

s
o
o 

0
 ̂

^
o
h
k 

<
o
r 

s
- 

’

^
5
 ̂

w
w
- 

s
- 
-
 

•

^
6
 ̂

^
0 

w
o
l
^
s
J 

^
H
I
O

 ̂

o
o
. 

f
 

0
 ̂

f
 

w
&
o
p 

O
O
H
P
I
f 

<
0
^
. 

ltt
p
.

193 note.

C
7.

)

.リ
ヵ
ア
ド
ォ
は
、
ィ
ギ
リ
ス
.に
お
け
る
あ
る
財
貨
の
価
格
の
、
金
属
本
位
通
貨
を
持
つ
外
国
に
お
け
る
同
じ
財
貨
の
価
格
に
比
較
し
た
相
対
的
縢
貴
は
、
ィ
 

ギ
リ
ス
通
貨
の
過
剩
の
度
合
に
比
例
す
る
こ
.と
を
.認
め
た
。
こ
と
に
後
に
力
ッ
セ
ル
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
、
購
買
力
平
価
説
.の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
リ
 

力
ア
ド
，ォ
は
、
過
剰
発
行
の
存
在
す
る
こ
と
が
、
実
際
に」

」

の
よ
ヶ
な
価
格
の
比
較
.に
よ
っ
て
、

検
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
さ
な
か
づ
た
o (

v
itf
e
r
, 

op. cit.,

..

P..1
2
6
)

•
 
-
 ■
 

.
 

■
 

.

(

8) 

s
c
a
r
d
o
.

 H
i
g
h

 p
r
i
s

 of Bullion, 

W
orks, 

vol. 

B
'
p
p
'

54

丨5. 

,

(

9) 

p. 

N
2
:

.

 

'
 

.

:

 

ノ

-
 

^

£

_

 

I
 

•

.

丨 

I
 

■

パ

：
■
 

1

(

10) 

cf. Smart;, op'cit., p. 236.

.

.

'

.

'
 

V 

■ 

, - V'' 

.
 
.
■
' 

.
 

: 

■
.
.
.
:
 

:
:
.-■
.
 

:

*

.

 

'

“

 

■

 

-

 

•

 

•

-

-

リ
カ
ア
ド
オ
は
、
地
金
報
告
の
作
成
に
直
接
千
与
し
な
か
.？
た
け
れ
ど
も
、
"そ
の
.理
論
的
骨
組
を
提
供
し
た
と
い
ぅ
点
に
お
い
て
、
重
要
な
役 

割

を

演

じ

た

と

兮

ご

筹

は

っ

丨

と

’
蒼

ぃ

毖

黙

办

ぅ

ち

に

ぃ

焐

て

ぃ

る

。
地
金
報
告
に
関
す
る
リ
カ
ア
ド
ォ
の
影
響
を
重
覆 

し
1
か
れ
の
理
論
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
.て
、
高
く
評
価
す
る
：学
者
を
あ
げ
れ
ば
、
枚
挙
に
い
と
♦
が
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
た
と
え
ば
マ
カ
ロ
ッ
ク 

.は
、「

地
金
委
員
舍
の
報
告
書
に
し
ん
と
5
す
る
原
理
は
、

リ
カ
：ア
ド
オ
珣
に
ょ
っ
て
、
.
こ
の
。ハ..ン
フ
レ
ブ
ト〔「

地
金
の
高
価」

筆
者
挿
入〕

に
確

、
1 ノ 

■

立
さ
れ
た
も
の
と
、
謙
に
同
じ
で
あ
る
ト
ネ
い
い
、
，
べ
ル
ド
％
、
.

「

货
幣
制
度
に
：¥

:̂
>
リ
カ
，
ア
ド
才
の
：
著

書

は

、
，
理

論

的

観

点

か

ら

、

か
れ 

の
最
上
の
勞
作
で
あ
り
、
実
際
に
も
、
ま
っ
た
く
特
殊
€>
.作
用
を
お
ょ
ぼ
し
：た
。
地
金
報
告
書
が
、

一
.八
〇
九
年
の
リ
カ
ア
ド
オ
の
著
書
に
も
と 

づ
い
た
の
み
で
な
く
、
後
の
銀
行
立
法
も
、
こ
れ
に
結
び
つ(

い
て
い
る」

と
の
べ
て
い
る
。

：

-

.

リ
カ
ア
ド
オ
の
貨
幣
理
論
に
お
.け
る
業
績
を
賞
讃
す
る
人
は

."
そ
れ
を
か
れ
の
株
式
仲
買
人
と
し
て
の
経
歴
に
帰
せ
し
め
る
。

す
な
、わ
ち
、

:

:

:

(

3

〕

 

■

「

か
れ
の
金
融
業
が
、.

貨
幣
問
題
.に
お
.け
.る
特
別
な
興
味
I

か
れ

>の
.最
初
の
出
版
物
の
問
題
に
.導
い
た」

：

の
で
：あ
り
、「

異
常
な
.動
揺
の
時
代 

に
つ
ん
だ
金
融
市
場
に
お
け
る
実
際
的
な
経
験
は
、
：：
経
済
土
の
著
述
を
、
ゝ
考
え
深
く
研
究
す
る
こ
と
に
ょ
っ
そ
；お
ぎ
な
わ
れ
.て
、-:

'

同
時
代
の
貨
幣

;

 

..
•

.

へ
.4

)

上
の
諸
事
件
に
深
く
通
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、：
貨
幣
上
の
、諸
原
則
を
、
'..知
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
発
展
せ
t
め
た
の
で
あ
る
O
J
 

し
か
し
リ
カ
ア
广
オ
に
対
し
て
は
、
：か
な
ら
ず
し
も
こ
の
ょ
5
に
あ
た
：た
か
い
讃
辞
の
み
於

■与
え
ら
れ
た
わ
け
で
'は
な
か
っ
た
。

へ

5-V
.

;フH

ッ
タ
，

は
、I

の
4

な
I

を
ア
ナ
ク

s
 

J

以
前
に
、;:
.
ず

で

に

ソ

ー
ゾ

ト

シ

へ

，
ハ
ス
キ
ッ
ス
ン
な
ど
地
金
委
員
会
.の
メ
ン
.パー

た
ち
ば「

貨

幣

問

題

に

関

す.る
'老
練
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

,

 

■

■

 

■
 

■ 

.
 

.
 

: 

>

 

- 

-

 

.

.

. 

■

リ
カ
.
ア
ド

才

の

理

論

が

か

れ

ら

に

影

響

を

：与

^
た
と
信
ず
る
こ
と
は
、
'合
^'
的
で
な
；.い
と
い
シ

;;
°
:

:

地
金
論
争
に
関
す
5

考

察

.
 

■

〗

.一
九(

八
.七
一)

..



:

:

リ 

-

.

:

,

:

■,,

:

三
0
:

(

八
七
ニ

)

:

デ

ィ

！

ル

も

ま

龙

、

',
'
:
リ

カ
 

>

ド
オ
の
：貨
幣
理
論
を
賞
讃
す
を
人
び
と
は
、：
が
れ
が 

>

:「

株
式
仲
買
人
と
し
て
.の
経
験
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
と
い 

う
想
定
を
た
て
て
い
る
が
、，'

事
実
は
、.

け
っ
し
て
そ
う
で
な
が
と

い
う

-

と
、を
示
し
て

^

^

。1—
-

:

と
.

い
；い
、
- .
.

貨
幣
理
論

^

お
い
て
，
リ
カ
ア
ド
オ

ほ
ど
：多
く
の
あ
や
ま
ち
を
お
か
し
た
も
の
は
：な
い
と
評
し
て
い
る
。

.

:

.」

■

: 

n

* 

... 

..

.

リ
カ
T

W

ォ
に
よ
るi'

八q

九

年

執

筆

め

：論

文

が

、
，
：
地

金

委

員

会

の

.任
命
と
い
う
重
要
な
施
策.の
摧
進
.に
影
響
を
与
え
、.
か
れ
の
示
唆
に
も
と

.

' 

.

-

■

 

'

 

.
 

■
 

,
 

:

■

-

 

■>
 

.

.■''
- 

,

.

■

.

.

.

つ
V

て
地
金
報
告
が
作
诚
さ
れ
た
と
い
う
説
明
'は
、
'へ
う
た
；が
う
こ
'と
な
く
、)

大
部
分
の
：人
び
と.に
：そ
の'ま
ま
信
ぜ
•ら
れ
て
き
た
.け
れ
ど
も
、

こ
れ 

に
対
し
て
、=,

力
.ア
.ド
ォQ.
見
解
と
地
金
報
告
に
如
い
.て
の
べ
ら
れ
た
見
解
の
間
に
.は
、；
重
要
な
相
違
が
あ
る
と
し
、
地
金
歷
ロ
は
、
' な
ん
ら
リ

へ7 
ノ

力
；ア

ド

オ
に
負

.3
べ
.き
理
：由
は
：な

い̂
ナ
.る
.見
方
が
あ
る
。
：
そ
し
て
0
の
と
と
を
主
張
す
多
人
.は
、ヴ
|
般
に
，
ー
八
—
九
年

，に
：至
っ
て
リ
カ
ア
ド
オ

の
制
限
条
例
廃
止
.の
^
案
が
、
実
際
に
政
府
の
'政
策
の
上
に
実
現
せ
し
め
ら
れ
た
後
に
お
.い
：て
、
，
か
れ
の
寅
献
が
認
め
ら
れ

.

る
よ
う
に
な
っ
た

と

考
え
る
の
で
あ
る
0

.:
: 

.

.へ、

.
/
, 

、

.
:.'
.

..
'

':
:

.

.

.

.

■
 

'
 

■.

.

. 

'
 

.
 

■
 

\ 

,

..

..

..

.
 

..  

-

 ■

 :

 

>

■

.
•

.
- 

」

.

_

 
.

 

. 

: 

........

■
. 

- 
■
.

.
■:

:

•

H 

w
. 

M
C
C
E
l
o
c
b
,

 

(Life a
n
d

 Writings of Mr. R
i
c
f

 

ia T
h
e

 W
o
r
k
s

 of D
a
v
i
d

 Ricardo, 

L
on
d
o
n
,

 

1846, 

p
p

.

I
I
,

マ
カ

'̂
-
-'
/'
ク
は
、
続
け
て
.

い.
う
0 

. 
'

I

た
た
こ
■の
報
告
.
書
で
は
、

こ
れ
ら
の
原
理
が
も
っ
と
総
合
的
に
、
か
つ

.
通
俗
敗
な
や
り
.
方
で
論
証
さ
れ
て
お
り
、
，
ま
：た
こ
れ

?>
の
'
原
现
が
、
わ
が
国
で
も
っ
と

 

;
も
有
能
な

人
び
.と
の
一
'部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
委
員
会
の
手
で
勧
告
さ
れ
た
と

V

う

事

情

が

あ

？
た
.た

め

に

、.

さ

も
な
け
れ
ば
え
ら
れ
な
か
' っ
た
重
み
と
権
威 

.

と
を
、
-

こ
れ
：
.

^-.
の
'
原
理
は
与
え
ら
れ
た
_の
で
あ
る

—

と

0... .

..ノ

广
2) 

^
.
p
o
 ̂

W
O
O
E
S 

w
-

類
似
の
見
解
は
、
：：括
か
.に.

つ
ぎ
の
人
び
と
に
よ
：
っ
：て
.も
の
べ
ら
れ

た
^
^
^

す
な
わ
ち
ゥ
ォ
丨
力
-(Francis A

 Walker, 

Political 

E
c
o
g
m
y
,

 

3 r
d

 ed., 

N
，
Y
，，

1
888, 

§
-197, p. 

146)
、

マ
丨
シ
ャ
ル(Alfred

■

1

1

^

 

o
o

s

i
l
-
 
H
O

&
o
w
r

M
I
.

 

ス
マ
!

ト

(
s

m
a

r
t

,  

o
p

,  

c
it

.,  

p
.  

6
0

)、

シ
ル
ヴ
ア

1
リ
ン
グ

(Silberlin

oqop. cit., p. 420, p. 430, foot

丨

s
t
e
)
、

エ
ン
ジ
ェ
ル(Angell, op, 

c
i
r

p
，
6
0
)

な
ど
。

な
ぉ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
—1
リ
カ
ァ
ド
ォ
は
、
.地
金
委
員
会
の
メ
ン
バ
I

で
あ
つ
た」

と
書
い
て
い
る
が
、(cf. Joseph F

r
e
n
c
h

 Jolmson, 

M
l
y

 a
n
d

Currency in Relation to Industry, 

price

OQ.

s

d 

tt3
J
e
 

R
a
tfl
>
oH»wnterest, 

w
o
s
t
o
n
,

K
g
, p. 292

.
)

シ
ル
ヴ
ア 

I 
リ
ン

グ
に
よ

っ
て
、
こ 

れ
が
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
指
.摘
さ
れ
た
。(cf. silberlin

oq,

o
p
. 

c
i
r
p
.

仏30 foot-note，).

(

3) 

M
a
y
e
r
s
'

o
p
.-a
t
.
,

 p
,

 76.

.

C
4

) 

K
O
H
a
n
d
e
r
'
b
a
v
i
d

 Ricardo, 

A
o
s
t
e
n
a
r
y

 Estimate, p.. 

500
.
山
下
訳
七
三
直
。

(

5) 

Fetter, op. c
i
r
p
p
.

 

6718. 

......

(

6
'
.

) 

.
W
P
H
1 

.bieH, .sozialwissejaschaftyclle E
rlaut

e
r
u
n
g
e
n zu .bavid Ricardos... G

r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
e
n

 

< 

d.er .volkswirtschaf
c+u

n
d

(

7

)

リ.
力
ア
ド
ォ
自
身
は
、

「

ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
氏
へ

.

の
答
弁」

に
お
い

て
、「

こ
'
れ
ら
：の
原
則

〔

地
金
報
告
の
、へ
筆
者
挿
入

〕

.

は
、
あ
ら
ゆ
る
根
本
的
な
点
に
■お

 

い
て
、
斜
が
す
で
に
苑
表
し
た

.
と
こ
ろ
の
も
の
と
同
ー
で
あ
る

.」

0
¥
01
1

:
8,

¥
01
,

1
11
.
«
1
}.

1
6

1
1

2
)

と
の
べ
て
い
る

0

し
か
し
フ
ェ
ッ
タ
ー
は
、

地
金
委

 

员
会
の
任
命
を
提
案
し
た
ホ

I

ナ
ー
と
リ
カ
ア
ド
オ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

0.

「

わ
れ
わ
れ
は
、
か

れ

〔

ホ
ー
ナ

I
、
筆
者
揷
入

〕

の
動
機
が
な
ん
で
あ
？
た
か
、
あ
る
い
は
い
か

.
な
る
て
い
ど
ま
で
、

か
れ
の
活
動
が
議
会
，内
に
お
い
て
、
ま

 

た
は
議
会
外
に
お
い

.
て
他
人
と
の
相
談
を
基

.
礎
に
し
て
な
さ
れ
た
か
、
わ
れ
わ
れ
に
は
分
ら
な
い

0
し
か
レ
貨
幣
問
題
.
に
つ
い
て
.
の.
か
れ
の
広
は
ん
な
研
究
と
、
 

....
公..

共
の
問
題
に
つ
.
■■い
て
の.
か
'れ
の
関
心
を
.
考
慮
し
.
て
、
ゎ
れ
ゎ
れ
は
.
、.
か..

れ
の.
行
動
を

在
ん
ら
か
の
外
部
の
压
カ
に
よ
方
も
の
と
し
て
.、
説
明
す
る

必
要
.は
な

い
。
 

.リ
カ
ア
ド
オ
が
そ
れ
に
対
し
て
、
か
れ
を
刺
激
し
た

.
と..

い
う
考
え

It
:
、
た
ん
な
る
摧
測
で
あ
る

0」

'
.

(

^
6

5
62
:,..

0,?.
<
3
^
.
,̂

7
0

)

他
方
ホ
ラ
ン
ダ

!
は
、「

た
と
え
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

い
か
な
る
て
い
ど
に
ボ
ー
ナ
ー

.
の
思
想
お
よ
び
：行
勤
が
、

直
接
リ
.力
ア
ド
オ
の
影
響
を
受
け
た

 

か.
は
、
興
味
あ
る
思
想
上
の
根
拠
を
供
す
る
。
多
分
二
人
：は
友
人
で
あ
っ
て
、

.

ま
た
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
、
親
し
い
交
：際
が

#

っ
た
。
ホ
ー
ナ
ー
の
通
貨
問

 

題
に
関
す
る
興
味
は
、
リ
カ
ア
ド
ォ
の
そ
れ
に
先
立
っ
て
い
た
し
、
ま
た
そ
れ
に
刺
激
と
影
響
と
を

#
え
.た
ら
，し
く
思
わ
れ
る

0

し
か
し
ホ
i

ナ
ー
の
興
味
は
、

:
積
極
的
で

か
つ
持
続
し
て
ゆ
く
も
の
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ
批
判
的
で
か
つ
そ
の
と
き
ど
き
だ
け
の
も
め
で
あ
っ
た
。
一
八

6
八
年
か
ら
ー
〇
年
に
か
け
て
の
通

 

.貨
の
膨
脹
は
か
れ
が
政
治
生
活
に
没
風
し
て
い
た
と
は
い
え
、
か
れ
の
一
般
的
な
法
意
以
上
；に
注
意
を

'
;S

い
た
ど
い
：う
証
拠
は
、
ま
っ

-*
;
く
な
い

」

0
1
0
1
1目
<1货
，
 

b
a
v
i
d
.
R
i
c
a
H
d

o
,:A

 C
e
n
t
e
n
a
r
y

 Estimate, 

pp. 

4
5
1
6

.

山
下
訳
五
四
頁

)

.
と
の
べ
、

フ
ェ
ッ
タ

-
•
と
，ち
が
っ
た
立
場
を
示
し
て
い
る
。

(
C

O
)

フ
ェ
ッ
タ
ー
は
、
地
金
報
告
が
す
べ
て

'
の
点
か
ら
見
て
、
リ

. *
ナ
ド
オ
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
の
べ
た
最
初
の
出
版
物
は
、

一
八
ニ
一
.一一

 

年
の
物
故
 

者

年

鑑

(
A

lm
u

a
lo

b
i  

注a
r

y
)

で
‘
.
る
と
す
る
。

(

F
e
s

ぼ
，o

p
.  

c
i
r
p,
65
^̂
^̂

地
金
論
争
に
関
す
る

}
考

察

. *
:
 

三

--
:(

八
七
三)



-

'■
,

;

'

: 

.

.

.

.

.

.
:
.
.
.
:

三」

1
:
:

(

八
七
西) 

.

へ

.

,：
' '
.

'

:

, '
:

:.
: -

0
, 

^
 

^

.

. 

'■ 

•
. 

• 

.

.

.

.

.

.

 

.
 
I
 

■

リ
カ
ア
ド
オ
の

.

見
解
と
地
金
委
員
会
の
考
え
方
の
相
違
と
し
て
知
げ

.

ら
れ
る
，の.

は
、
第

「

に
地
金
委
肩
会
は
政
府

'

の

政

策

、

と

く

に

戦

争

^

策 

に
対
1>
で
線
い
玫
擊
を
加
え
た

.

の
.

で

あ

っ

た

：が

、

イ

シ

グ

ラ

- V
;

ド
銀
行
に
対
し
て
は
、
む
し
を
乘
軟̂

態
度
で
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

M

,

し
て
リ
ガ
|ア
ド
オ
は
'、
'-
<
ン
；
：
グ

ラ

ゾ

：
ド

銀

行

に

対

し

て

%
政
府
忆
対
す
る
と
同
様
に
、
'敵
意

を

示

し

だ

と

い

乏

」

と
.で

あ
^-
:
こ

の

こ

と

尤

リ

カ

♦ 

. 

., 

. 

. 

. 

■■
 

.

.

.

.

.

. 

(

>>
-
.
.
/
.
.
. 

-

ア
ド
オ
が
、

一
八
一
〇
年

モ
i

一一
 
ン
グ.

ク
ロ 

：
 

.一

'-
-
'
ク

ル

紙

に

寄

稿

し

た

，地
金
；報

吿

に

閧

す

る

三

逋

の

書

簡

：の

う

ち

、

九

月

六

日

附

の

「

爆

金

委_

•
 -
 
V
 

-
 -

'
•
.
.

 

-
 *
 •
 V

会
の
報
告」

(
K
e
p
o
r
t

 of t
h
e

 W
E
H
O
n

 c
o
m
m
i
t
t
e
e
)

と
題
す
る
小
論
文
の
中
で
、
地
金
委
員
会
が
：「

非
常
な
慈
悲
を
も
っ
てv

-

ン
グ
ラ
ン

,

.

.

 

-
C1) 

:

..
■

:

.

.ド
銀
行
の
理
事
た
ち
を
あ
つ
か
っ
た
し
と
の
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
ノ
う
か
が
わ
れ
る
と
ご
ろ
で
お
る
。

.；
,

....
 

.

.

. 

•
 

.
 

-
 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

+
r

:

地
金
委
員
会
の
メ
シ
バ
！
で
あ

.

う
た
。ハ■ア
ネ
ル

(
H

e
n

r
y

 

P

a

3
e

e

は
、.

地
金
報̂

に
関
す
る
議
会
の
討
論
に
お
い
て
、
リ
カ
ア
ド
オ
と
同 

じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
す
る
敵
意
を
表
明
し
た
0
し
か
し
ハ
ス
キ
ッ
ス
ン

(

名

日

ぼ

3 H
u

s
k

i
i

n
)

と
ホー

ナ
ー

は
' :

パ
ア
ネ
ル
の
意 

見
に
同
意
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
？
：へ.

：

へV

ぐ
ヘ
ン

つ
ぎ
に
リ
カ
ア
ド
オ
は
、
.
地
'金
報
告
の
出
現
以
前
に
、
紙
幣
過
剰
を
も
っ
て
.紙
幣
街
値
下
落
の
唯「

の
原
因
と
し
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
主
張
を 

ま
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

.地
金
報
告
は
紙
幣
量
の
増
加
以
外
に
、
貿
易
の
変
化

I

た
ど
え
ば
輸
入
の
増
加——

や
、
戦
争
に
ょ
る
政
府 

か
ら
の
補
助
金
の
增
加
な
ど
、
政
治
的
事
件
に
%•
と
づ
く
為
替
変
動
を
認
め
た
.と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

'

■:
f

y

 

パ
.

.

-

•

:

:

一へ、

フ
エ
ッ

タ

ー

に

ょ

れ

ば

、

.

マ
ル
サ
ス
が

.「

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
そ
の
根
底
に
お
い
て
、
な
ん
ら
通
貨
の
過
剰
ま
た
は
欠
乏
と
関
連
す
る
と
こ
ろ

•
 

.

- 

' 

.

.

.

.

.

. 

.

の
な

.

い
、
質
易
差
額
ま
た

.

は
支
私
差
額
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
が
あ
：や
' ^

.

り
で
あ
る
こ
ど

X

も

っ
と
も
こ
の
非
難
は
.リ
力
ア
ド
ォ
氏
の
み
に
か
ぎ
ら
れ 

て
い
て
、
地
金
報
告
は
こ
れ

.

か
ら
ま
ぬ
か
れ
て
い
る

)

に
つ
い
て

.

の
べ
た
：。い
と
い
い
、
地
金
報
告
が
、'「

為
替
が
最
近
こ
う
む

っ
た
少
く
と

.

も
大
な
る
下 

落
の
一
部
分
は
、
貿
易
の
状
態
か
ら
で
な

く

、.'
•
わ

が

国

の通
貨
の
相
対
価

値

に

，お

け

る
変

化

か

ら

.、
：お
こ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
推
論
に

?) 

.
.
.
.

 

:

反
対
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る」

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。

(

6 )

リ
ス
ト
も
フ
エ
ッ
タ
ー
と
同
じ
立
場
を
と
る
が
、
；地
金
報
告
か
.ら
、

つ
ぎ
：の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。

.:
:
:

「

し
か
し
委
員
会
は
、
'全
体
と
し
て
い
う
な
ら
為
替
の
暴
落
の
て
い
ど
：は
、广
そ
.の
と
き
ど
：き
に
お.け
る
紙
幣
量
0
增
加
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
に

は
、
反
対
で
あ
る
。：
委
員
会
は
為
替
の
も
づ. ：

と
小
規
模
な
.か
'つ
通
常
の
変
動
.は
、

「

般
に
わ
'
.が
国
.の
貿
：'易
状
態
.に
も
と
づ
く
も
の
で
.あ
り
、
ま
た

■
 

- 

ブ

政
治
的
事
件
も
貿
易
状
態
に
作
用
す
る
こ
：と
に
よ
り
、
.：同
じ
く
為
替
の
騰
落
に
し
ば
し
.ば
作

甩

す

る

も

の

と

考

え

る

。
.！

 

、

, 

. 

V 

.

.類
似
の
意
見
は
、

.マ

.ル
サ
ス
.に
よ
っ
.て
も
と
な
え
ら
れ
た
f
.一
八
'1.

一
年
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

V
レ
ヴ
ュ
ー
に
お
：け
る
紙
幣
減
価
に
関
ず
る
か
れ
の
.

■

 
'

 

‘

 

.

•

.

.

.

.

.

評
^
は
、
.，'リ
カ
ア
ド
.オ
と
'の
間
に
.論
争

を

生

：ぜ
し'め
た
。
/
.

•
 

• 

: 
.
 

' 

. ..
..
 .....
 
V 

'

マ
ル
サ
ス
は
：リ
カ
ナ
：ド
オ
の

.■
■:

「

地
金
：の
高
価

」

は
、

紙

幣
0
異
常
な
減
価
に
関
す
：る
議
論
に
発
端
：を
与
え
、；
さ
ら
に
こ
.
の

^ ,
で
、
通
貨
の

. 一
0 

原
理
^
つ

い

て

ー

：
一
つ
：
の

も

っ

と

.も
重

要

な

理

論

：が
確
立
さ
.れ
た
と
い
う
点
に
お
.い
て
は
、
賞
讃
に
：値
す
る
と
い
う
。

：

士
な
わ
ち
そ
れ
は
第
；一
に
、

.

「

.あ
ら

ゆ

る

種

類

の

：流

通

手

段

は

、

',
他
.の
す
ベ
.て
の
商
品
と
同
様
に
信
用
あ
る
い
は
本
来
の
用
途
に
関
係
か
く
、

(

8
ン
 

•

需
要
と
く
ら
べ
て
過
剰
に
よ
っ
.て
必
然
的
に
減
価
さ
れ
、
欠
芝
花
ょ
づ
で
価
値
に
お
い
て
騰
貴
さ
れ
る」

(

と
い
う「

政
治
経
済
学
の
全
上
部
構
造
.

が
た
て
ら
れ
る
基
礎
で
あ
る
、
需
要
供
給
の

|
般
原
理
か
6;
直
接
生
ず
を
，.理
論
で
あ
り
、
.
第
.ニ
に
ぐ 

相
対
的

• 

■ 

. : 

■ .
 

.

.

.

.

. 

(

o
'

)

.

.

な
こ
と
，ば

に

す

ぎ

な

い

。.1
'
国
の
逋
貨
は
、*
他
_
と
，の
.関
係
以
外
に
；け
っ
し
.て
遍
剰
と
な
り
え
な
い」

：：と
す
る
主
張
.で
あ
る
。
.

マ
ル
サ
ス
は
、
こ
れ
ら
の
理
論
が
リ
カ
：ア
ド
才
に
よ
っ
て
非
常
に
明
確
に
論
ぜ
ら
れ
、
:が
：れ

が

紙

幣

減

価

の

真

の

原

因

を

_

明

し

た

こ

と

を

認

め
る
け
れ
ど
も
、
し
.か
し
：「

リ
カ
ナ
ド
ォ
氏
の
議
論
.中
の
太
な
る
誤
_
は
、
か
れ
が
為
替
相
場
に
影
響
を
お
よ
ぽ
す
諸
原
因
を
部
分
的
に
観
察
し

. 

■.
 

； )

.

.

-

.

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る」

と
の
：ベ
、
.
'リ
カ
ア
ド
オ
に
対
し
て
き
び
'
.し
い
批
判
を
あ
び
せ
与
 ̂

:
;
?■
,
.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
'
.
.
.
. 

'
. 

■
■
■

•
 

\ 

.

. 

. 

•

か
九
は
通
貨
の
過
»
あ
る
い
妹
欠
泛
.が
、
：
：有

利

な

あ

る

い

は

不

利

な

質

易

差

額

、
，
す

な

お

^
地
金
の
：輸
出
入
を
ひ
き
お
'こ
.す
原
因
で
あ
る
と
す
：

■
■
■
-
*
'

 

■-
 

■-.■.
-
.
.,
' .

■:
■.'■
<•■:
 
-
.
.
し

.

....

■-
 

....... 

. 

.

る
リ
カ
ア
ド
才
の
見
解
.に
加
え
て
->
:あ
る
国
に
お
い
て
種
^
の
欲
_
と
必
要
、
へ_

_
た
'と
え

ば

外

国

商

品

の

需

要

増

加

.

_

か

ら

输

入
が
輸
出
を

:

:地
^
論
争
に
関
す

必
，1

考

察
.
.
. 

：

三

三
.(

八
七
五
：

)

-•
 

...... 

•
 

■
 

-

* 

• 

• 

- 

-
V
- 

- 

. 

.

.

>'
• 

，
•;
. 

- 

- 

, 

.

.
+ 

•

«•
•
- 

-



超
過
し
た
場
合
に
も
、
為
替
相
場
が
変
動
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
リ
カ
ァ
ド
オ
の
ぜ
ん
ぜ
ん
か
.え
り
み
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
か

.
 

...
 

..

..
 

„
 

*

れ
の
貢
献
が
過
小
評
価
さ
れ
る
理
由
の
.び
^

が̂
で
と
つ
こ
に
あ
っ
た
：>
い
え
：よ
う
。
，

マ
ル
：サ
ス
に
よ
れ
ば
、
為
替
相
場
；に
影
響
を
お
よ
ぼ
：す
こ
れ
ち
'
1
0の
美
ャ
：た
赓
因
は
：、
..
:と
き
に
は
同
^
 

で
あ
づ
て
ク
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
と
り
あ
げ
ハ
考
霞
じ
な
け
れ
ば
だ
ら
な
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あ
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。
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行
券
の
発
行
增
加
に
由
来
し
た
と
い
う
こ
と
を
の
ベ
よ
う
と
す
る
の
で
は

^

v'J
V
^
o
v

v'^
b
(

fid
i

n
b

u
r

g
h

R
e

v
i

e
w
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u
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s
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.
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b
i
d.
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p
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1
1

6
-

.

マ
ル
サ
ス
は
、

一

A
一」

年
四
月
七
'日

、

-ホ
ー

ナ
一
。
つ
ぎ
の

よ

：う
に.
書
.
い.
て.
い
る
0

.

: 

r 

:

軚
は
、

い
ま

H
V

:

ィ
ン
，ハ」

フ」

，
レ
ゲ
-

丨
せ
関
ず
る
グ
カ
ナ
ド
す
氏
の
所
見
を
巍
ん
セ

^

し
か
し
.
、
：ま
.

っ
た
ぐ
納
得
出
来
な
い
ま
ま
で
あ
：る

0
;:-—

事̂
実 

.

 

'私

I

.

は
、.

為
替
.
の
変
化
.
を
通
货
の
過
剩

^

た
は
欠
乏
.
に
擁
す
る
こ

'.
と
の
^ '
や
ま
り
で
あ
る
と
と

■よ
り
も
、.

確

信

す

る

い

，
か

な

る

点

も

-
な
い

0」
.(

s
H

a
s

a
,  

N
o

t
e

 

o
n

 

t
h

e

 

B
u

llio
n

 

js
s

s
a

y
w

w
o

r
k

s
,  

v
o

l.  

H
E

,  

p
.  

1
2

.
)

'

ス
ラ
ッ
フ
ア
は
、

リ
カ
ア
ド

.
オ
と
マ
ル
>

ス
：と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ

.
て
い
る

0
:

'

..
:

' 

r
l v
ま
ま.
で
、
..
リ
カ
ア
ド
オ
と
マ
ル
サ
ス
は
会
っ
た
こ
と
が
な
く
、

か
れ
ら
の
間
の
論
争
は
、
印
刷
物
の
上
に
お
い
て
の
み
続
け
ら
れ
た
。

一
八
一
一
年
六
月
に

 

マ
ル
サ

ス
は
、

リ
カ
ア
ド
オ
に
自
己
紹
介
し
た

0'
:

一
八.

一へ，一' 

年
八
月
、

エ
デ
ィ
ン
パ
ラ

>

レ
ヴ
ュ
I

に
.お
け
る
地
金
に
関

.
す
る
.マ
ル
サ
ス
の
第
二
の
論
説
は
、
 

'
リ
カ
：ア
ド

オ

に

：つ

い
て
..の

い

か

な

る

批
評
も
ふ
く
ま
な
か
っ
た
。
"そ
し
て
か
れ
ら
の
間
の
そ
れ
以
：上
の
：論
争
は
、
個
人
的
な
：議
論
と
書
筒
に
限
定
さ
れ
た
。

」

：.

.'CIbi

p*,. .p..'12.)

.

.

.  

.へ

.

.

.
：

'

.

?

.

.

ソ

 V:.'.

そ

：
'
.',
.

一
な
お
マ

ル
'サ
ス
は
、

ー
^

ー.

：|

年
八
月
の

'

エ
：デ
イ
：シ

'.
バ
、ラ
、

レ

ヴ

テ

ーP
、

.「

紙
幣
発
行
の

.

據

少

ゆ

、
，.成
就
さ
る
：べ
き
重
：要
な
：点
で
あ
る
0

い
か
な
る
地
方
か 

.

地
金
論
争
に
関
ず
る
彳
考
察
，: :.

:

.

;

.

一.

: :
:

:

 

T

三

七
,

(

八
七
：九>

:



.
ら
そ
れ
が
お
.
：こ.
ろ
，う
と
も

: :
'

あ
る
'
い
：は
い
：か
な
る
.
動
機
か
ら
そ
れ
.
が
喚
起
さ
.
れ
よ
>
 

現
在
の
通
赏
.
の
混
乱
'
し

た

状

態

に

対

-
^
る

唯

一

の

恃

 

効
薬
と
し
て
ノ
錄
喜
を
も
っ
ズ
そ
れ
セ
歓
迎
ず
る
で
あ
ろ
う

^

と
の
べ
ノ
リ
力
ァ
ド
オ
の
免
換
再
開
案
に
は
さ
ん
せ
い
し
て
：い
る

。
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-

-

貨
幣
の
購
買
力
、
し
た
が
っ
.て
物
価
が
そ
の
.数
量

：に

支

配
さ
れ
る
：と

い

う

こ

と

は

、

リ
カ
ァ
ド
 ̂

っ
た
。
 

周
知
の
ご
と
く
古
典
学
派
の
貨
幣
理
論
は
、ベ
ー
般
に
金
属
主
義
—

—

幣̂
の
価
値
は
、
，
.
そ
の

.

素
材
た
る
地
金
の
価
値
に
支
配
さ
れ
る
と
す
る 

1

の
上
に
立
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

が
、
さ
ら
に
リ
カ
ァ
ド 

オ
.は
、
貨
幣
.の
価
値
が
、
.貨
幣
と
財
貨
と
の
交
換
関
係
に
.よ
っ
.て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
i

c

oこ
の
貨
幣
数
量
説
の
立
場
は
、

ス
ミ
ス 

に
お
い
て
は
か
え
り
み
ら
れ
な
か
？
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
貨
幣
学
説
の
上
か
ら
は
、
金
属
主
義
か
ら
名
目
主
義
へ
の
転
向
の
芽
ば

え
を
.示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
'な
い
0

•
 

- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.. 

.

.

.

 

.

.

.

.

 

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

リ
カ
ァ
ド
オ
の
貨
幣
数
量
説
は
、
兌
換
停
止
下
の
ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
減
価
し
た
不
換
紙
幣
に
つ
い
ズ
考
^
し
、
す
み
や
か
に
そ
の
数
量
を
収 

縮
し
て
芷
貨
支
払
を
復
活
す
る
よ
う
、
ィ
ン
グ
ラ
シ
ド
銀
行
に
要
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
へ
2̂)

。
リ 

.
力
ァ
ド
オ
の
意
図
し.た
と
こ
ろ
は
、
か
れ
の
時
代
の
社
会
状
勢
を
考
慮
し
て
、
実
際
の
政
策
を
う
ち
た
て
る
こ
と
に
あ
マ
た
た
め
に
、
そ
.の
貨
幣 

理

論

は

I

If
f
的
で
あ
り
排
他
的
で
あ
る
：と
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
か
.れ
な
い
。
マ
ル
サ
ス
に
よ
っ

て
、
部
分
的
見
解
で
あ
る
と
し
て
批
難
さ
れ
た
ゆ 

え
ん
で
あ
る
。
た
し
か
に
リ
カ
ァ

ド
オ
は
、

紙
幣
量
の
過
剰
と
い
ラ
こ
と
を
強
調
し
た
あ
ま
り
、
こ
れ
以
外
に
為
替
相
場
.に
変
動
を
お
よ
ぼ
す
い

く
つ
か
の
原
因
を
無
視
し
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
っ
た
0

一
 

• 

'

当
時
の
ィ
ギ
リ
.ス
に
お
け
る
物
価
お
よ
び
地
金
の
騰
貴
、
為
替
相
場
の
下
落
の
原
因
が
、
'は
た
し
て
リ
カ
ァ
ド
オ
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
ィ

ン

.

([

グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
の
讓
発
行
の
み
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で

I

か
と
い
う
問
題
は
、
現
在
も
な
I

論
の
_

が
め
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に 

っ
い
て
は
、
当
時
の
統
計
資
料
と
さ
ら
に
豊
富
な
文
献
に
よ
っ
て
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

フ
エ
ッ
タ
ー
の
研
究
に
お
い
て
は
、
地
金
報
告
に
.対
す
る
リ
カ
ア
ド
オ
の
貢
献
を
支
持
す
る
伝
統
は
く
つ
が
え
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
リ
カ
ア
ド
オ
の
学
問
上
の
寄
与
が
、
;
■
去
ざ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
リ

.

，力
'

ア
ド
オ
の
鬼
解
と
地
金
報
告
の
そ
れ
と
の
間
に
、
あ

.
 

.
 

•'
 

.
 

--

る
相
違
が
指
摘
さ
れ
た
.に
し
て
も
、
そ
.れ
は
ぎ
わ
め
て
わ
ず
か
の
部
分
で
あ
り
、
、根
本
的
に
，は
両
者
は
、
：，同
じ
内
容
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

.

:

,
 

■

地
金
報
告
は
、
.貨
幣
状
態
以
外
.に
、
為
替
.に
変
動
を
お
よ
ぽ
す
も
の
が
あ
る
こ
と
を

認
め
た
け
れ
ど
も
' 

'し
か
し

結
局
、「

す
べ
て
の
価
格
の

• 

.
 

• 

...

一
般
的
騰
貴
、
金
の
市
場
価
格
に
お
け
る
騰
貴
、
そ
し
て
為
替
.の
卞
落
は
、
.他
国
に
輸
出
し
え
な
い
通
貨
を
'採
用
し
た
国
、
あ
る
い
は
輸
出
し
う

(

4

ー
 

r
 

' 

.

る
通
貨
に
自
由
に
兌
換
し
え
な
い
国
に
お
け
る
、
流
通
手
段
の
数
量
過
剩
の
結
果
で
あ
る
だ
ろ
う」

と
の
べ
、r

紙
幣
量
の
過
剰
は
、

正
貨
の
支

私
停
止
に
よ
っ
て
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
紙
幣
発
行
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
統
制
の
撤
廃
さ
れ
た
こ
と

.

に
帰
せ
ら
れ(

び」

の
で
あ
る
か
ら
、
正
貨

-
 

.-
 

' 

.

へ
-

支
私
を
再
開
す
る
こ
と
以
外
に
、
適
当
な
救
済
策
を
見
出
し
え
な
い
と
宣
言
し
た
。
か
く
し
て
地
金
報
告
の
結
論
は
、
リ
カ
ア
ド
オ
の：

見
解
と
ま

...•

 

-

っ
た
く
同
一
で
あ
っ
た
。•

.

.

.

.

.

■
 

..... 

■

こ
の
兌

換

再

開

の

提

案

は

、

.一
八
一
一
年
五
月
六

0-

ホ

ー

ナ

ー

の

決

議

案

，と

し

て

議

会

に

提

出

さ

れ

、

.

い
く
た
び
か
討
論
が
く
り
返
さ
れ
た

.

: 

■

- 

'
 

.

-

が
、
.
.'

 
否
決
さ
れ
実
現
に
い
た
ら
な
か
づ
た
。
.し
か
，し

一.八
一

九

年一

一
月
：に

兌

換

開

始

委

員

会

(select C
o
m
m
i
t
t
e
e

 o
n

 K
e
s
u
m
p

ct-ion )

が 

，任

命

さ

れ

、

五

月

に

は

ピ

ー

ル

提

案

の

兌

換

再

開

法

(
B
a
n
k

 R
e
s
u
m
p
t
i
o
n

 A
c
t
)

が
成
立
し
た
。
.こ
の
法
案
は
、
ー.
0年
ー
一
月一

日
か
ら
十 

月|

日
ま
で
は
、
■標
準
金
一
オ
ン
ス
に
つ
き
四
ポ
ン
ド
'一
シ
リX

ダ
、
十
月

.一
日
か
らI

•—

-
一：年
五
月
.一
日
ま
#
ぼ
、
三
ポ
シ
ド
十
九
.シ
.リ
ン
グ
六

ベ
：

X
X
、

，
同

年

五

月.

一

日
か
ら
ニ
三
.年
$
月

1
:日
ま
で
は
、
-:
:
造
幣
価
格
三
：ポ
ン
ド
十
七
タ
リ
.ン
グ
一
〇
ぺ
ン
.ス
半

の
割
合
で
、

六
.〇
オ
ン
ス
以
上

.

.

.

.

•
 

: 
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一
 (

6 ) 

' 

.
 

: 

•
 

.
 

.
 

: 

■

に
か
ぎ
っ
；て

.

金
地
金
で
兌
換
す
る
こ
と
を
勸
告
し
た
の
で
あ

>

た
が
：、

こ
こ
：
に
お
：
い
て
、

.か

っ

て

リ

カ

ア

ド

オ

の

提

案

し

た

金

地

金

兌

換

の

方

法 

.

地
金
論
争
に
関
す
る
：一

考

察
,
, 

-
 

'
 

.

:

.兰

九
ハ
八
八」)



四
o

AA

が
、
：：採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

f

。'.

た
老
の
計
画
は
、「

充
分
な
試
験
期
す
ら
与
え
ら
れ
ず
廃
止
さ
れ
、

'I

八
一I

三
年
五
月

I

日
か
ら 

:

イ
ギ
タ
ス
は
、
正

貨

兌
換

I

帰
し
：た
。
：

後
^

 

丸
一

.

ー

牽

匕

至

っ

て

金

本

位

法

ー

名

舍

皆

！

- 

I

 

1
^

1925
)

と
し
、
ふ
た
た
び
探
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、.

：す

な

わ

ち

今

日

、

金

地

金

本

篇

度

(
G

o
l

d

 

b
l

o
n

 

l

l

r

d

)

ノ
と
呼
ば
れ
る
本
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

'

:

.

.

'

:

:

:

.
 

• 

.
 
.
 

...

..
 

-
 

•

一：
と
も
あ
れ
リ
カ
テ
ド
オ
の

:

F

金
.の
価
格

1-
-

を
論
じ
た
書
簡
が
、へ
；地

金

報

告

出

版

後

、
：

'■
:.

一
八
一
〇
年
八
月
一

.

一
七
.日
の
モ

i

一
ン.

グ

•
ク
ロ 

ニ
ク

ル 

紙
の
社
説
に
お
い
て
、

.「
紙
幣
減
価
の
真
の
原
因
に
対
し
.て
公
衆
の
塗
思
を
ひ
く
の
に
、

.

も

ら

と

も

本

質

的

に

寄

与

」

过」

：と
_
奨

さ

れ

、
ま
た 

「

地
金
の
高
価

」

が

一

八
.
5
年

の

初

版

以

来

「

公

一

：年

ま

で

に

、
：
増

補

第

四

版

を

出

す

：に
：至

十

た

こ

と

.
ら̂
も
、
'
当
時
リ
カ
ァ
ド
オ
の

i

 

に

与

え

だ

影

響

が.い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
、
：想
像
さ
れ
よ
ぅ
。

：

■

_

.
:
;;:

ア
ダ
ム

*
ス
ミ
ス
か
ら

リ
カ
ァ
ド
オ
に
：至
る
ま
で
め

貨
幣
理
論
の
発
展
.は
、

-

多
く
の
重
要
な
原
則
の
出
現
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
リ

カ

ァ
ド 

>
は

た

ん

に

■か
れ
以
«-
の
学
説
を
継
承

.

じ
、
そ
れ
を
確
証
し
た
の
：み
で
な
く
、.
そ
れ
を
実
際
に
政
策
の̂

に
応
用
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

兌
換
再
開
以
後
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
.て
は
、
，銀

行

券

発

行

制

度

に

関

し

て

、

：

ふ

た

募

論

争

が

戦

わ

さ

れ

る
I

I

'

?た
。
：
す

な

わ

ち

通

靈
 

義
と
銀
行
義
の
対
立
で
あ
る
が
、
前
者
は
貨
幣
数
量
説
に
立
脚
し
、
.リ
力
.ァ
ド
オ
の
理
論
を
つ
ぐ
も

の
で
あ
っ
た

。

そ

し

て

 

一
A'
四

四

年

のピ 

-

ル
顧
行
法

(
p
e
l
.

I

に
よ
っ
て
通
貨
主
義
の
勝
利
に
終
り
、：
貨
幣
論
争
にJ

段
の
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な

っ

たの
で
あ
る
。

リ
カ
ァ 

ド
.才
の
貨
幣
金
融
論
の
上
に
残
し
た
證
は
、.
内
容
上
の
論
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